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本論文は「大腿骨の近位部骨折および治療インプラントを対象とした生体力学的解析によ
る研究」と題し，5章から構成され，高齢者の寝たきりの原因となり得る大腿骨近位部に着
目し，転倒時における骨折の発生メカニズムの解明や，人工股関節ステムの術後における初
期固定性について検討を行っている． 
 第 1 章「緒論」では，超高齢社会を迎えた日本社会において，毎年約 20 万件発生すると
される大腿骨近位部骨折についての臨床的背景と社会的背景を述べ，本研究の目的を説明し
ている． 
第 2章「生体・解析に関する基礎知識」では，本研究における基礎的な知識として股関節
周辺を含む臨床的な構造や形態および機能について触れると共に，解析として用いた FEM
解析について概説している． 
 第 3章「腸骨大腿靱帯を考慮した大腿骨近位部の骨折リスク評価」では，被験者の大腿骨
を再現した有限要素モデル構築し，転倒時を想定した荷重条件を設定した有限要素法（FEM）
シミュレーション解析を行い，骨折発生メカニズムの調査を行った． 
第 4章「人工股関節ステムの形状変化における初期固定性評価」では，人工股関節全置換
術を行った変形性股関節症患者から構築した大腿骨モデルを対象として，ステム長を短縮化
したステムモデルを作成し，FEMによるシミュレーション解析を適用して，ステムと骨間の
微小なズレであるマイクロモーションを算出し，ステム長の変化における初期固定性の影響
について検討を行っている． 
第 5章「結論」では，本論文の各章で得られた結果を統括している． 
 以上の様に，本論文は高齢患者が増加する中，寝たきりや QOLに重大な影響を及ぼしやす
い股関節に着目し，転倒等により生じやすい大腿骨近位部の骨折発生メカニズムや，股関節
治療のひとつである人工股関節ステムを対象として，FEMによるシミュレーション解析を行
った．本研究により，転倒時に靱帯や大腿骨の捻じれが骨折に及ぼす影響について解析結果
と実際の症例を比較・評価し，骨折発生メカニズムの解明を目指すと共に，複数種類の人工
関節ステムについて解析を行うことで，治療により有効とされるステム形状を提示してい
る．これらの知見は超高齢社会において医療の充実を図る上で有用であり，今後の医工連携
の発展に寄与するものと考えられる．よって博士論文として十分値すると判断した． 
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 超高齢社会を迎えた日本において，毎年約 20万件以上発症するとされる大腿骨近位部骨折に
対して，骨折の発症から治療方法や予後の状況についても十分な理解が得られており，当該骨
折における詳細な発症メカニズムの解明や，より効果的な治療・手術方法の検討・提案のため
に必要となる研究内容や手法を修得している． 
本研究背景の基で，従来，骨に作用する転倒時の荷重と応力のみに着目した FEM 解析に対し
て，靱帯から作用する張力や転倒時における脚部（骨）の回旋を加味した解析モデルを構築す
ることで，大腿骨近位部骨折の詳細な発生メカニズムの解明を試みた．その解析結果は，臨床
症例との高い類似性を認め，解析手法の高い有用性を示した． 
また，より効果的な人工股関節置換を行うため，最適な人工関節のステム形状について同手
法を用いて解析を行い，形状や寸法についての有用な提案を行っており，それらの研究成果を
研究論文や公聴会において公開している． 
これらの研究手法，研究論文，発表内容から，博士として必要な専門的知識と関連分野の知
見を十分修得していると考えられ，博士後期課程修了者として相応しいと認められた．よって
最終試験は合格と判断した． 
 
